
日 月 火 水 木 金 土

1
・サッカー教室
　（年長）
・浅野先生の
　療育指導

2

・青空給食

3 4 5

6 7 8

・劇あそび
（年少・未満児）

9 10

・劇あそび
　（年中）

11

・劇あそび
　（年長）

12

13 14 15

・交通安全指導

16

・身体測定

17

・サッカー教室

18

・誕生日会①

19

20 21

・防犯避難訓練

22

・誕生日会②

23 24 25

・クリスマス会

26

幼児コース
        冬休み

27 28

・保育収め

29 30 31

平成３０年１月５日 川辺町第１こども園

令和２年１１月３０日 川辺町第１こども園

自分でやってみよう！！

自分の荷物を自分で持つことが習慣付くと、これから先とても楽になります。小学校に入学

をした途端、今まで親が持ってくれていた荷物を自分で持たなければならなくなると子ども

は戸惑ってしまします。でも小さい頃から習慣付いていれば「当たり前」になります。

こども園は送迎時に自分で荷物を持つことのできる絶好な時間です。車から玄関までの

短い距離ならハードルも高くありません！ちょっと先の未来の子どもの姿を考えながら、「頑

張って！」と、自分で荷物を持てる機会や環境をぜひ作ってみて下さいね！

園庭のイチョウの葉や紅葉した葉が一枚一枚舞い落ち、色鮮やかな黄色の絨毯ができたり、

桜の木の葉が枯れ落ちたりと、秋から冬への移り変わりを感じます。１１月は寒い日や暑い日

など、気温の変化がありましたが体調を大きく崩す子もおらず、子どもたちは元気いっぱい園

庭を走り回っています。

１２月からは寒さが本格的になってくるでしょう。縄跳びや鬼ごっこなど、体をたくさん動かして、

寒さに負けないようにしていきたいですね。

※勤労感謝慰問の際、濃飛ファミリークリニック・加藤歯科の先生方から園児たちにティッシュや

鉛筆などいただきました。会われる機会がありましたらお子様とお礼をしましょう。ありがとうござい

ました！！

※幼児コースの園児さんは１２月２６日（ 土）より冬休みとなります。登園は1月 ７日（木）からです。

※子どもの上着（ジャンパー等）はフードが付いていないものでフックにかけられるよう紐をつけて

下さい。また、手袋は紐を付けず、五本指の手袋でお願いします。（遊んでいる時に危険な為）

※３月４日（木）に全園児の卒園・進級写真撮影があります。８時５０分までには必ず登園して下さ

い。服装などはまた後日お知らせします。

～劇あそび～

運動会が終わり１１月に入ると、各クラスから何だか楽しそうな曲や、元気なセリフが聞こえてくる

ようになりました。遊戯室で劇遊びをするクラスがいると「どんな劇やってるんだろう？」と覗き見し

ている子や、自分のクラスの歌だけでなく他のクラスの歌を覚え口ずさむ子もいて、園全体が劇遊

びの雰囲気に包まれるようになってきました。何かになりきる事が大好きな子ども達。いつもの自分

とは違う何かになる喜びや楽しさを感じながら豊かな表現力をおおいに身につけていって欲しいな

と思います。

～最高の食育でした！～

西栃井にある橋本様の畑で掘ったお芋を使って焼き

芋パーティをしました。焼けるお芋の匂いがすると、窓

から顔を出し「いい匂いがする～」と鼻をくんくんさせる

年少さんや、焼きあがったお芋の皮をむいて見せてあ

げると「うわぁぁー」と歓声をあげる年中さんや年長さん。

お芋が食べたくてお昼寝を早起きする未満児さん。子ど

も達は食べられるのを今か今かと待ちわびていました。

おやつで頂くと、「あつい！けど美味しい！」と夢中にな

て食べていましたよ。なんとお芋が苦手な子も「おかわ

り欲しい」とおかわりを要求！焼き芋の味に大満足した

ようです！



わ～おいちそう！ 

 

 

未満児クラスの給食でのひとときです。 

保育教諭がグレープフルーツを食べようとすると、「わ～、おいちそう」とひと言。 

また、白飯のおかわりがほしくて「おかわり、おちいな～（ほしいな）」とひと言。 

そのおかわりをよそってもらい、目の前の白飯を見て「わ～おいちそう（おいしそう）」とひと言。 

 

白飯に感激してくれるなんて・・・なんとかわいい。担任からの嬉しそうな報告に、私の心がほっこりとしました。 

まさしく“食育”です。 

 

また、先日のやき芋パーティーでは、芋が焼ける臭いを感じ、「あ～いいにおい！」と。 

そして、食べる前から「あ～おいしそう」の言葉が。 

 

近年、「食」を取り巻く環境が大きく変化してきました。 

食に関する情報が氾濫し、自然の恵みに思いを馳せることなく、簡単に食べ物が手に入る時代です。そんな「飽食の時代」である一方で、栄養

の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加等の問題も叫ばれています。希薄になりつつある毎日の「食」に対する意識です。しかし、

“健全な食生活”こそ、健康で豊かな人間性を育む上で重要であると、見直されつつあります。 

 

白飯を見て、「わ～おいちそう」と言う子どもの姿から、ご家庭での食事の様子が伝わってきます。人間性を育んでいく基礎となる大切な時期

ですので、ぱくぱくもりもりと食べてほしいですね。 

 

今年度も後半に入り、確かに心身ともに大きく成長した子ども達。楽しい給食の時間を大切にしたいです。 

園長 長尾佳子 
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